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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
（
二
百
字
小
説
）
彼
と
私
の
或
る
日
の
会
話

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
２
０
８
Ｋ

【
作
者
名
】

　
み
く
も

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
彼
」
と
「
私
」
の
と
あ
る
会
話
。
た
だ
二
人
の
間
に
は
、
「
彼
女
」
の
死

体
が
横
た
わ
る
。
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「
仕
方
の
な
い
話
だ
と
思
わ
な
い
か
？
」

「
い
い
や
、
も
っ
と
違
う
方
法
が
あ
っ
た
筈
だ
」

「
な
か
っ
た
さ
」

　
彼
は
冷
た
い
眼
で
言
っ
た
。

　
私
は
恐
ろ
し
さ
を
隠
す
様
に
、
顔
を
背
け
た
。

　
私
と
彼
の
間
に
は
、
ど
ん
ど
ん
と
熱
を
失
っ
て
行
く
彼
女
の
体
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。

「
馬
鹿
な
事
だ
。
嫌
に
な
っ
た
の
な
ら
殺
す
の
で
な
く
、
巧
い
言
い
分
け
を
考

え
て
別
れ
る
も
の
だ
」

「
嫌
で
は
な
い
さ
」

「
で
は
何
故
」

「
殺
し
た
い
程
好
き
な
の
に
、
彼
女
は
解
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
」

　
彼
の
内
に
、
激
し
い
狂
気
が
渦
巻
い
て
い
た
。
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（
後
書
き
）
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ｒ
ｉ
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ｈ
ｔ
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Ｃ
）
 

２
０
１
０
 

ｍ
ｉ
ｋ
ｕ
ｍ
ｏ
／
１
９
７
９
．

 
Ａ
ｌ
ｌ
 

ｒ
ｉ
ｇ
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ｒ
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ｅ
ｄ
．
 

二
百
字
小
説
習
作
。

（
段
落
部
分
の
一
字
ス
ペ
ー
ス
は
文
字
数
に
数
え
て
い
ま
せ
ん
）

お
気
づ
き
の
事
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
指
摘
下
さ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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た
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